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平成18年度の研究成果として,この度地学研究シリーズ第46号｢茨城の地形実

習ワークシート｣が刊行の運びとなりました｡お陰さまで,地学研究シリーズは,多くの

先輩の皆様方の御努力により昭和38年(1963年)の第１号｢久慈郡大子町周辺の

地質見学案内｣の発刊以来今回まで46号を数え,県内の身近な地学教材として広く

活用されております。

「茨城の地形｣につきましては,昭和57,58年(1982,1983年)に第23号｢茨城

の地形発達Ｉ」，第24号｢茨城の地形発達Ⅱ｣として,前部長山野隆夫先生を中

心に研究が進められ,空中写真の立体視を取り入れた教材としてまとめられました。

充実した内容で,特に生徒一人一人が自分の眼で観察できる教材であることから多

くの学校で活用いただいております。

今回は,身近にあり日頃見なれている地形の特徴や成因などについて,より理解

を深められるよういろいろな手法での学習法を取り入れました｡また,観察のポイント

の明確化と授業での活用の利便』性をはかるためワークシート形式にまとめました｡多

くの学校で御活用いただき,生徒の皆さんが,地形への関心とその観察力,さらに自

然への関心を高めること少しでもお役に立つことができましたら幸いです。

最後になりましたが,本書の刊行にあたり,平成15年度から4年間にわたり,熱心

に調査研究に当たられた｢茨城の地形｣調査研究委員会の先生方の御努力に対し

心から敬意を表しますとともに,当研究に,校務繁多の中での出張等温かい御理解

と御協力を賜りました研究担当者所属校の校長先生始め関係諸先生に対し深く感

謝申し上げます。

■■■■■■■■

平成19年３月

茨城県高等学校教育研究会地学部長菅谷政司
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ワークシートの位置図
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地形の判読方法
2.地形図等を利用する

・地形断面図(ワーク1,3,7,8,13,15）

地形図の等高線から,地形を垂直の面で切った断面を描きます｡断面図では土地の傾

斜や段丘などが読みとれます。

Ｌ空中写真の実体視(ワーク1,2,3,6）

実体視のしくみ

実体視は,視差(左右の目の見え方の違い)を利用して,平面の図から立体的に見る方法

です｡見え方の違いは,近いもの程,見える位置が大きくずれ,遠いもの程,見える位置のず

れが小さいのです。

例えば,円錐形のものを上から見ると

･水系と地形(ワーク5,14）

河川やその延長を書いた物を水系図といいます｡水系図の網目の入り方や水系線の延

びる方向などからは,地形や地質の特徴が読みとれます。

･土地利用と地形(ワーク8,12,13）

自然堤防では砂の堆積で神社や古くからの宅地などに利用され,後背湿地では泥が堆

積し,水田に利用されるなど,地形はその地質によってできていて,それにより，土地の利

用の区別がなされてきました｡それなので現在の土地の利用から,元の地形が推測できま

す。

左目 右目

、 〆

、こ；□ ･地質と地形(ワーク10）

硬い岩石と軟らかい岩石では浸食の度合いが異なります。

■■■■■■■I■

3.模型の作製

・地形図からの作成(ワーク9）

このようになるのです。

4.コンピュータの利用

・表計算ｿﾌﾄの利用(ワーク11）

地形図を升目で切った部分の高度をデジタル的にデータとして取り込み,表計算ソフト

の３Ｄグラフで表すと,地形が立体的にみられます｡また,地形断面も行か列のデータのみ

使えば,折れ線グラフで表されます。

実体視の方法

中心部をずらした2枚の写真を左右に並べ(同一物体の間隔を両目の間隔に合わせる)，

右の写真を右目で,左の写真を左目で見て,像を重ねると立体に見えてきます｡'慣れないうち

は,写真の間に名刺大程度の無地の紙を立てて,右と左をしっかり分けてみると良いでしょう。

また,授業では,簡易実体鏡は安価で人数分そろえやすいので,利用した方がよいでしょう。

実体視の練習

簡単な図形の実体視

(どの輪が網に入るか｡）

Ｍ
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天狗岩あたりの地形断面図を書いてみよう。
1．上野宮のＶ字谷(大子町上野宮）

番氏名組年

1．ねらい：茨城県北地区の河川上流域にみられる河川地形を実体視し，特徴を捉える。

2．準備：地形図，空中写真，色鉛筆

3．作業：尾根の斜面はどちらが切り立って見えるか
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※この空中写真と地形図は,国土地理

院によるものである。また,空中写真

の都合上，上は西側になっている。篭

綴》

Ａ ヨ

４．考察：この谷の特徴を上げよ。
雰議鴇鋒Ｚ

蕊
･尾根の上側(西側)と下側(東側)どちらが

急になっているか。

蕊TＩ
【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ややできたＣ：ややできなかったＤ：できなかった

。
』
Ｊ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

1．実験の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験を行い，結果をきちんと記録できたか。

3．自分なりの考察とまとめができたか

Ａ
Ａ
Ａ

Ⅲ
Ｅ
Ｐ
Ｌ

ＢＣ

ＢＣ

ＢＣ

；



1．上野宮のＶ字谷(大子町上野宮)の解答

･尾根の上側(西側)と下側(東側)どちらが急になっているか。

上側

･天狗岩あたりの地形断面図を書いてみよう。
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･考察：この谷の特徴を上げよ。

西側斜面の方がやや急になっていて 断面がアルファベッ 卜のＶに似ている

解説

この地域は，南北に連なる人溝山地の東麓斜面である。陪石沢付近南北に流れる河川は

非対称谷で，東側斜面は西側斜面に比べて緩やかになっている。この付近は人溝層群と呼

ばれる砂岩・泥岩互層が西に約３０･傾斜しているという。西側の谷壁斜面は地層の傾斜

よりは緩やかであるが，地形傾斜はその反映と考えられ，ケスタ地形といえる。

（図解日本地形用語事典より）
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用語

．Ｖ字谷(Ｖじこく）：河）[|の横断面がＶ字形の谷｡側方侵食よりも下方侵食が著しい河|｜

によってつくられる谷底の狭い谷｡侵食基準面より高い場所，たとえば高い山地

ほど深いＶ字谷となりやすい。

･ケスタ（cuesta)：一方に長い緩斜面，他方が急崖になるような非対称の丘陵地形。傾斜

地層や向斜地形などの地質に関係ある地形。



地形図から，袋田の滝は水平距離で何ｍ地層を削っているか求めよ。
2.袋田の滝の後退(大子町袋田）

年 組 番氏名

1．ねらい：茨城県北地区の河１１上流域にみられる河||地形を実体視し，特徴を捉える。

2．準備：地形図，空中写真，色鉛筆

3．作業：実体視して，滝がどのくらい地層を削っているか確認しよう。

･生瀬富士から月居山を，

赤鉛筆で直線を引け。

｡袋田の滝の位置に，黒

で×マークを付けよ。

蕊
.赤のラインから×マー

クまで滝川の流路を青鉛

筆で書け。

‐
‐
ヨ
ロ
！

・青鉛筆で書いた長さは

何メートルか。地図の縮

尺を使って求めよ。

※この空中写真と地形図は,国土地理院によ

るものである。また，空中写真の都合上，上

は西側になっている。

1，

蕊蕊蕊
寵寸_野ィ乳.エロキご干

騨鍵曇慧
議騨馨蕊

4．考察：河川の下方浸食作用について袋田の滝を例に考え，まとめよ。

･右上から左中ほどに連なる山々を確認せよ。

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ややできたｃ：ややできなかったＤ：できなかった

１１

【 ･袋田の滝の位置を確認せよ。

1.実験の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験を行い，結果をきちんと記録できたか。

3．自分なりの考察とまとめができたか

･山のラインから袋田の滝までの滝川の流路を確認せよ。

Ａ
Ａ
Ａ

←
し
Ｅ
Ｅ

１
Ｊ
Ｊ

Ｄ
Ｄ
，

ＢＣ

ＢＣ

ＢＣ
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2.袋田の滝の後退(大子町袋田)の解答

用語

･下方侵食(かほうしんしよく）;河川が河床をした方向に低めようとする侵食作用のこと。･地形図から，袋田の滝は水平距離で何ｍ地層を削っているか求めよ。

高度差のある急流で起きやすい。下刻や下刻作用ともよばれる。

・生瀬富士から月居山を，

赤鉛筆で直線を引け。

･袋田の滝の位置に，黒で

×マークを付けよ。
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.赤のラインから×マーク

まで滝ﾉＩｌの流路を青鉛筆で

書け。

・青鉛筆で書いた長さは何

メートルか。地図の縮尺を

使って求めよ。

約1100ｍ

解説

この地域は，今から約11500万年前はピカリアという暖かい海にすむ巻貝や，カルカ

ロドン（サメの仲間）がすんでいた入江状の海底でした。

このころ，袋田の滝より南に約４kｍにある長福山付近が火道（マグマの通り道）と

してデイサイト（石英安山岩）質マグマが噴出して巨大な海底火山ができました。

この山体が硬い地層として残り，海退して陸になった後，そこを流れる滝川に長年削

られて現在の奥久慈の景勝地として有名な袋田の滝ができました。

滝の下側から見られる生瀬富士の西側斜面に見られる,切り立った屏風のような崖が，

削られた海底火山の山体であった火山角礫岩です。この岩体は浸食されにくく切り立っ

た崖として見られます。



地形断面図を書いてみよう
ａ久慈川の河岸段丘(大子町頃藤）

－
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ロ
コ
ー
ト
ー
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
，
‐

年組番氏名

1．ねらい：茨城県北地区の河川上流域にみられる河１１地形を実体視し，特徴を捉える。

2．準備：地形図，航空写真，色鉛筆

3．作業：段丘面が何段あるか色を塗り分けてみよう。
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※空中写真および地形図は国土地理院による。

また、空中写真の都合上，上は西側になってい

る。

4．考察：この河岸段丘の成因を，考えよ。

.上の写真を実体視して，左の地形図に，段丘

別に色の塗り分けをしよう。

凡例1段目…|■■■■■’

２段目…’］
３段目…「

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ２できたＢ：ややできたＣ：や･やできなかったＤ：できなかった

1．実験の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験を行い，結果をきちんと記録できたか。

3．自分なりの考察とまとめができたか

Ａ
Ａ
Ａ

ｒ
」
Ⅲ
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１
１
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Ｄ
Ｄ
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ＢＣ

ＢＣ

ＢＣ



ａ久慈川の河岸段丘(大子町頃藤)解答

･地形断面図を書いてみよう
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解説

この地域は，久慈川の穿入蛇行が発達している。曲流の内側の堆積と隆起との原因

で，この地域に河岸段丘が発達したと考えられる。

ｔ
ｌ
Ｉ
ｉ 用語

・河岸段丘（かがんだんきゅう）：河川に沿って広がる階段状地形。河道の変化，河川の流

量の変化，土地の隆起などによって河原が浸食されるために生ずる。成因をよ

り明確にした表現として河成段丘（かせいだんきゅう）ともいう。

ｌ＿
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･穿入蛇行(せんＩこゅうだこう）：山地や丘陵地で見られる峡谷状地での曲流のこと。隆起

運動の盛んな山地などでは,河I|が下方侵食を強めながら流下する｡このとき，

何らかの原因で曲流を開始すると，下方侵食と側方侵食が同時に進行し，しだ

いに峡谷状の深い曲流を生じる。これが，穿入蛇行である。この蛇行が極度に

進むと，還流丘陵を形成することもある。



地形断面図を書いてみよう。

4･棚倉破砕帯の断層崖(常陸太田市高倉）

…
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１

１

組番氏名年

1．ねらい：山田川沿いに見られる断層地形を実体視し，地形の特徴を捉えさせる。

2．準備：空中写真，地形図，鉛筆，色鉛筆一

3．作業：南北に延びる断層崖は切り立っているか。

直線状であるか，曲線状であるか。

１
１' 会』

０
０
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０
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4．考察：この谷の特徴を上げよ。

※この空中写真と地形図は,国土地理

院によるものである。また,空中写真

の都合上，上は西側になっている。
【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ややできたＣ：ややできなかったＤ：できなかった
Ｉ

1．実験の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験を行い，結果をきちんと記録できたか。

3．自分なりの考察とまとめができたか

Ａ
Ａ
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Ⅲ
ｆ
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用語

・断層崖（だんそうがい）：断層面が地表に現れて形成された急崖，およびその侵食面。4･棚倉破砕帯の断層崖(常陸太田市高倉)解答

、
聖
ト
ロ
恩
別
旧
慰
げ
ぽ
白
雁
円
田
伊
卍

｡非対称谷（ひたいしようこく）：谷のある区間または全部にわたり，谷壁斜面の傾斜ある

いは斜面形が両岸で大きく異なる谷のこと。ある地点において，谷の横Mﾂﾃ形が

左右非対称であっても，ある区間にわたって非対称性が続かない場合，非対称
谷とは呼ばない。

･地形断面図を書いてみよう。

5YUI

･棚倉破砕帯帯（たなくらはさいたい）：茨城県の水戸の北方から福島県棚倉町をとおり，北

北西方向にのびて，日本海沿岸の山形県酒田付近をとおり，日本海の東の縁へ

と続く，東北日本をけさがけに切る横ずれ断層と考えられています。

3,200万年前には日本列島はユーラシア大陸の一部で日本海はありませんで

した｡3,000万年から1,500万年前の間にユーラシア大陸の縁に割れ目が入り，

次第に拡大して日本海ができたと考えられています。この時に西南日本は時計

回りに，東北日本は反時計回りに回転し，今の弓なりに曲がった日本列島の形

ができたと考えられていますｂその東北日本の反時計回りの回転によりできた
割れ目の一つが棚倉破砕帯です。

ｎｎｎ

＝、

／、、
可、、

－－

v、ノーへ
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Ⅵ
Ｉ
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■
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Ａ

･考察：この谷の特徴を上げよ。

山田川の西側斜面が急に切り立っている。

司
り
用
倉
・
茜
昨
名
１
１
１
羽
Ｉ

解説

この谷は，棚倉破砕帯の西縁断層に沿ってできた谷です。西側の岩体は袋田の滝と同

じ，約1,500万年前の海底火山の噴出物である火山角礫岩で浸食に強く今も断層面が残

っています。そのため，地形図では，山田川の右岸は等高線が蜜になって並走し，全体

が黒っぽく見え,左岸は疎で白っぽく見える｡山田川の注記付近で,右岸斜面は約４０．，

左岸は9°程度である。



５河川の争奪地形その’地形図から読みとる（大子町下野宮）

年組番氏名

ねらい:２万5千分の1地形図を丹念に見ることで､過去に河川争奪のあったことを読みとる。

準備:地形図､色鉛筆

作業:右ページの地形図をよく見て気が付いたことを書き出してみよう。

1,福島県境から下野宮付近にかけての｡久慈川の流れの状態はどうなっているか､流れの方

向、曲がり具合などを書き出してみよう。

2,仲之関橋の付近の久慈川との両眼の様子はどうなっているか､気が付いたことを書き出して

みよう。

￣

3,さて八溝川と久慈川の間の地形はどうなっているだろうか。

①150,250,300メートルの等高線を色鉛筆でなぞってみよう。

②250メートルの等高線を見ると､下の宮大橋の｢下｣の字のところが島になっている事に

気付く。

③300メートルの等高線では｢大子町｣の字の東側に南に張り出した半島状の部分がある

ことに気付く。

④250ﾒｰﾄﾙの等高線は仲の関橋のところで、久慈川の流れによって’｜さ

嚇鱸』薦fi鰯爵嘉i川に｜｜のﾏｰｸ…
5,考察高田の集落から南へと流れている高田川はもともとは下野宮駅北西方の､入の沢へ

落ちていた｡それより｜｜ﾒｰﾄﾙも低いところを流れている久慈１１'は､水量が多いの
で浸食力が大きい｡そのためにある時期高田川の東側の尾根を｜’し､仲の関橋付
近でついに直接久慈川へと落ちるようになったのではないだろうか｡その名残りが

｜をかけたのだろうと推測される。



5.河川の争奪地形その’地形図から読みとる（大子町下野宮)解答 用語

・河川争奪 (かせんそうだっ）：隣り合う河川が，侵食量の差によって一方が他方の上流
部分を奪い取ること。争奪した河川は流域を広げ流量が増加する。一方，争
奪された河川は上流域が無くなるため，谷の広さの割に水量の少ないﾉ11とな

1,福島県境から下野宮付近にかけての｡久慈川の流れの状態はどうなっているか､流れの方

向、曲がり具合などを書き出してみよう。
る。このような河川は無能河川と呼ばれる。

2,仲之関橋の付近の久慈川との両眼の様子はどうなっているか､気が付いたことを書き出して

みよう。

3,さて人清川と久慈川の間の地形はどうなっているだろうか。

①150,250,300メートルの等高線を色鉛筆でなぞってみよう。

②250メートルの等高線を見ると､下の宮大橋の｢下｣の字のところが島になっている事に

気付く。

③300メートルの等高線では｢大子町｣の字の東側に南に張り出した半島状の部分がある

ことに気付く。

④250ﾒｰﾄﾙの等高線は仲の関橋のところで､久慈川の流れによって｜浸食｜さ

嚇鑛鱗;窯i:鶴i川に|滝 ｜のﾏｰｸがある。

：

卍
Ｆ
Ｐ

5,考察高田の集落から南へと流れている高田川はもともとは下野宮駅北西方の､入の沢へ

落ちていた｡それより''００１ﾒｰﾄﾙも低いところを流れている久慈川は､水量が多いの
で浸食力が大きい｡そのためにある時期高田川の東側の尾根を|浸食'し､仲の関橋付
近でついに直接久慈川へと落ちるようになったのではないだろうか｡その名残りが

｜をかけたのだろうと推測される。



１
１
１

６．河川の争奪地形その２空中写真から読みとる
（龍神川支流猿渡ヶ沢の久慈川支流湯沢側川による争奪） 結論考察の１～４で言えることは何か。下のキーワードを使って文

篭岩山１日猿渡ヶ沢船ヶ久保断層破壊浸食不動滝

下のキーワードを使って文章にしてみなさい。から、

年組番氏名

ねらい:空中写真を立体視することで､過去に河川争奪のあったことが読みとれる。

準備:地形図、空中写真，立体鏡､色鉛筆

業:右ページの写真を立体視して気が付いたことを書き出してみよう。

１，トレーシングペーパーに地形図にある地名を書き写す。

2,篭岩の西の谷を南へ追っていく。

3,大久保集落から上山集落(船ヶ久保)へと谷を北へ追っていく。

4,350メートルの等高線を色鉛筆でなぞってみよう。

5,もう一度空中写真の上山の北方をよく見て､管岩の西の谷(湯沢川源流と猿渡ヶ沢(さ

つとがさわ)上流の船ヶ久保の高さを比較してみよう。

6,龍神川支流猿渡ヶ沢は北富田の水田より何メートルも高いところを流れているか。

作

考察1，湯沢川上流はその1で学習した､久慈川のような強力な浸食力を持っていたか考え

よう。 湯沢〉11濠

２，船ヶ久保の北側で、篭岩山の南にある東西に横切る谷を空中写真で観察し､気が

付いたことを書き出してみよう。

３，北富田の湯沢川は､東にある山の斜面をその浸食力で削ったとは考えられるか。

4,空中写真でその付近をよく観察すると､東西に直線的な構造線(リニアメント)が

見えるが、このような直線的な構造は何が原因と考えられるか。

‐
し
げ
冊
細
歯
窄
、
側
ト
ド
ー
－
－
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Ｌ＿＿



６．河川の争奪地形その２空中写真から読みとる解答
（龍神ﾉ'1支流猿渡ヶ沢の久慈川支流湯沢側川による争奪）

察1，湯沢川上流はその１で学習した､久慈川のような強力な浸食力を持っていたか考え

よう。

考

２，船ケ久保の北側で、篭岩山の南にある東西に横切る谷を空中写真で観察し､気が

付いたことを書き出してみよう。

3,北富田の湯沢川は､東にある山の斜面をその浸食力で削ったとは考えられるか。

4,空中写真でその付近をよく観察すると､東西に直線的な構造線(リニアメント)が

見えるが､このような直線的な構造は何が原因と考えられるか。

鈴
▲
Ｆ
１
斗
１
目
１
．
７
Ⅷ
Ｈ
１
Ｉ
彗
引
Ｈ
■
ひ

結論考察の１～4で言えることは何か｡下のキーワードを使って文章にしてみなさい｡から、

篭岩山旧猿渡ヶ沢船ヶ久保断層破壊浸食不動滝

Ｉ
…
Ｉ

沼
デ
イ

用語

・河川争奪（かせんそうだつ）：隣り合う河川が，侵食量の差によって一方が他方の上流

部分を奪い取ること。争奪した河川は流域を広げ流量が増加する。一方，争

奪された河川は上流域が無くなるため，谷の広さの割に水量の少ない川とな

る。このような河川は無能河川と呼ばれる。

ﾘニアメント（lineament）：一般には，地質構造を反映した線状地形のこと。特に空中

写真などで，地下の地質や構造などを反映したと判読される線状構造や地形

はこう呼ばれることが多い。

凶



7．熟珂湊

年組番氏名

Ｌねらい．海岸に発達する地形を確認する。

;

2．準備・地形図（１／２５，００Ｏひたちなか），筆記用具，（定規）
!；

L] 作
①●

３

業・

阿字ヶ浦付近の標高を三角点（△)などから読み取る。

②右のページに，いそざき駅付近，運動公園付近を通る線（図の上の枠に平行にな

るように)を引き，断面図を作る。（底辺を０，，１目盛り５ｍとして作成しよう）

4．考察

①断面図から,海岸際に発達する小地形(ＹＹＹＹＹＹＹ)は何か。 断面図

側
扣
、
伯
０

■■■■■■■

②いそざき駅付近から運動公園付近の地形はどのようになっているか。

5．自己評価③海岸線より海側に広がる,記号は何を表しているか。

Ｐ

ｉ

Ｈ

④以上の作業から､この地域に発達している地形をまとめる。

ｊ
ｑ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

…
１
１
・
・

’一Ｉ



ｓ・砂浜海岸付近の地形

年組番氏名

茨城県大洗町から神栖市にかけての鹿島灘に面した長大な海岸には，砂浜海岸

が広がっています。氷河性の海面変動や地殻の変動，打ち寄せる波や海岸に沿う

流れ，風の力等によって形づくられたものです。鹿嶋市に分布する砂浜海岸付近
の地形と土地の利用のされ方について考えてみよう。

ねらい

準備色鉛筆，鉛筆，目盛り付線引き

作業（１）下の地図(図1）の□で囲った部分を拡大した図2のA-Bの地形断
面図を図３に作成してみよう。ただし，Ａ地点の標高は３５ｍです。また，台地，

段丘崖，砂丘間湿地，砂丘，砂浜を作成した地形断面図に書き入れよう。

！
…
１
１
！

（２）図２を次の凡例に従って色鉛筆で着色し，土地利用図を作成しよう。

田

〔黄色〕
図２

ｍ
■■■■■■■■

畑

〔茶色〕
３０

森林

〔緑色〕
２０

１０荒地

〔黄緑色〕

＝￣－－ローローロー－＝－戸戸一一一一一－－－－－－－－－口-－－－ローロー■-－口-＝－－－-－－－口_－～．－．－．－－－．－口－■－ローロー－ローロー－ローロー－－＿＿

０

Ａ

図３地形断面図

『字．

集落

〔桃色〕

考察（１）地形と土地の利用のされ方にはどのような関係があるか考えてみよう。砂浜

〔灰色〕

海

〔水色〕
、
ふ
り凡卍

（２）地形・地質による水はけのよし悪しと土地利用との関係について考えてみよう。

図１

自己評価地形と土地利用との関係について理解できたか。

-2-

！
－１－



8．砂浜海岸付近の地形の解答

ﾛ ５０Ｃ』
件
可
引

図２

ｍ

弓澤－－－‐－－－ロム１９‐‐---‐‐－‐．…－．----------------------＿＿

３０

一二二二二薙産農二二二二二r二艦::二２０
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１０
竃一一砂丘問湿地---ﾉｰｰ

砂浜‐－－－＝－－デー■牛－－面－－口－－－－－－－－－－－－－－■－－－－－面

０

Ａ

図３地形断面図

１
４
ヨ

岸
・
ｌ

－
ｒ
０
Ｌ

考察（１）地形と土地の利用のされ方にはどのような関係があるか考えてみよう。

台地では畑や集落が広がっており，段丘崖は森林になっている。砂丘間湿地ｌ
水田が広がり，砂丘周辺は集落や森林になっている。

砂丘間湿地には

＃
１
．
皀
苫
…

（２）地形・地質による水はけのよし悪しと土地利用との関係について考えてみよう。
台地の下層や砂丘周辺は．砂の堆積物からなり，水はけがよいので畑や集落が広

がっている。一方，砂丘間湿地は泥買で水はけが悪いため稲作に適している。

．
‐
‐
，
…
；
…
ｉ
制

■
■
鵲

自己評価地形と土地利用との関係について理解できたか。

－１－



ｇ筑波墾の地形（その１） (感想.気づいたこと】

年組番氏名

目的：地形図は，土地の起伏を表していることを知る。

５万分の１地形図から模型をつくることにより，地形を読みとれるようにする。

ｉ
ｌ
ｉ
ト
ー

；

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ふつうＣ：できなかった準備：地形図「真壁」１／５万（コピー)，カッター，はさみ，のり，色鉛筆，厚紙

1．実験・実習の目的を理解できたか。｛Ａ

２、手順をもとに実験・実習を行い，結果をきちんと記録できたか。｛Ａ

3．自分なりの考察とまとめができたか。（Ａ

作業：

等高線…同じ高さをつないだ線。２０ｍごとに引いてある。１００ｍごとに太線。
尾根と谷を確認しよう。

ＢＣ

ＢＣ

ＢＣ

ｊ
１
１

ｉ
－
‐
乳
：(1)地形図の等高線に色を付ける。

〔例〕１００ｍ……青

２００ｍ……赤

３００ｍ……緑

４００ｍ……水色

５００]、……ピンク

６００ｍ……黄緑

７００ｍ……オレンジ

資料：地形図

キリトリ

など

(2)(1)の地形図を厚紙の上に置いて，等高線の高い方からカッターで切り出す。

切り出した地形図を切り出した厚紙にのりで貼り付ける。

(3)等高線の次に高い部分を同じように切り出し，貼り付ける。（以下，１００ｍまで

続く）

キ
リ
ト
リｏＣ こ－コ

(4)切り出した厚紙をのりで重ねて貼り付けていく。

はい１平面だった地形図が立体になりました。

／／
(5)筑波山の形はどんな形になっている力観察しよう。
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Ｉ

１０筑波山の地形（その２） (2)立体模型型く８筑波山の地形その１〉との対比

年組番氏宅

【考察】（１）岩石の性質および生成された場所を調べる。

ハンレイ岩目的：筑波山の地形と地質図から筑波山の成因について考える。

浸食されてできた山（浸食残丘）の地形の特徴について考える。

準備：地質図「真壁」１／５万（コピー)，色鉛筆

作業：（１）下の地形図に色を付ける。〈筑波山付近の地形図〉 花崗岩

Ｘｇ４． 》・呑囹〔讓溌

＆

(2)筑波山の成り立ちを考えてみよう。筑波山の火山のようなすそ野は，どのようにし
てできたのでしょう？

￣

ｌ
ｊ

Ⅲ感想・気付いたこと】蕊

廷
-4ｉ、=r’

１

M

'P、

窒
呵

斑状黒雲母花崗岩類

く筑波型〉

……桃色

レキ・砂および泥

……茶色

２
３
５

Ｌ
Ｌ
配

ｈ
ｌ

Ｓ
Ｓ

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ふつうＣ：できなかった

ハンレイ岩類

……青色
Ｇｂ

1．実験･実習の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験・実習を行い，結果をきちんと記録できたか。

3．自分なりの考察とまとめができたか。

Ａ
Ａ
Ａ

ｌ
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１

１
１
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ＢＣ

ＢＣ

ＢＣ5万分の１地質図幅「真壁」地質調査所、より



１０筑波山の地形（その２）解答
(2)立体模型型く８筑波山の地形その１〉との対比

齢
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
－
Ｉ
ｉ
側

年組番氏名

【考察】（１）岩石の性質および生成された場所を調べる。

ハンレイ岩

火成岩のうち，地下深いところで冷却してできる深成岩の

１つである。

塩基性岩で，黒っぽく地殻下層や大洋地域で多くみられる。

目的：筑波山の地形と地質図から筑波山の成因について考える。

浸食されてできた山（浸食残丘）の地形の特徴について考える。

準備：地質図「真壁」１／５万（コピー)，色鉛筆

作業：（１）下の地形図に色を付ける。〈筑波山付近の地形図〉 花崗岩

火成岩のうち,地下深いところで冷却してできる深成岩の

１つである。

酸性岩で，大陸地域に普通にみられるが大洋地域にはない。

(2)筑波山の成り立ちを考えてみよう。筑波山の火山のようなすそ野は，どのようにし

てできたのでしょう？

花崗岩もハンレイ岩も地下深部のマグマだまりでゆっくりと固化してで

きた岩石である。それが，隆起運動と浸食作用によって地表へ表れていっ

たと考えられる。花崗岩が風化・浸食されやすいのに対して，ハンレイ岩

はかたく，風化・浸食に強いために，ハンレイ岩の分布する筑波山だけが

周囲からとり残されて高い山になって残った。

【感想・気付いたこと『

斑状黒雲母花崗岩類

く筑波型〉

……桃色

レキ・砂および泥

……茶色

２
３
５

曜
配
蝿

Sｈ

Ｓｌ

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ふつうＣ：できなかった

ハンレイ岩類

……青色
Ｇｂ

1．実験・実習の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験・実習を行い，結果をきちんと記録できたか。

３．自分なりの考察とまとめができたか。

Ａ
Ａ
Ａ

Ｉ
１
１

１
１
Ｉ

Ｃ
ｃ
ｃ

Ｂ
Ｂ
Ｂ

5万分の１地質図幅「真壁」地質調査所より



データ
１１．パソコンを使って筑波山の３次元図を描いてみよう
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1準備するもの

１）パソコン（表計算ソフト）

２）２万５千分の一地形図「筑波山」

３）５０ｃｍ定規（なければボール紙などで作ってもよい。
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2作業の手順

１）２万５千分の一地形図をＡ３の用紙に２５０％で拡大コピーをする。（縮尺が１万

分の１になる）このとき、筑波山の男体山と女体山がほぼ中央になるようにすると

よい。

２）男体山頂と女体山頂を通る線を紙面の端から端まで結ぶ。これを東西方向の基線

とする。

３）次に東西方向の基線に直角に、男体山頂と女体山頂の中間を通過するように線を

引く。これが南北方向の基線となる。

４）南北方向と東西方向の基線を基に１ｃｍ間隔（実際は１００ｍとなる）で碁盤の

目のように線を引いていく。線の間隔が細かければ細かいほど滑らかな山の形が描

けるが時間がかかる。

５）これら南北と東西の基線と地図上の等高線が交わった点の標高を読み取って記録

していく。このとき、各東西または南北線の一本づつを生徒に割り当てると比較的

短時間で出来上がる。

６）表計算ソフトのEXCELを起動し、読み取った値を入力する。（別紙の表は読み取

った値の一例である）

７）数値の入力が終わったなら次にグラフウィザードを起動させて「等高線」グラフ

を描く。（表2）

８）もし時間がなければ、山頂を結ぶ東西方向の値だけで断面図を描くようにしても

よい。（表１）
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解答

筑波山立体図
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１２八郷盆地の地形

年組番氏名

目的：地形図は，土地の起伏を表していることを知る。

・２万５千分の１の地形図の土地利用から土地の起伏を知る。

１
ｌ
ｊ
ｉ
１
ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｉ
削
ｉ
Ｍ
北
６
噸
燭
泙
匡
，
剋
霧
尾
‐
潤
謝
ら
や
ワ
ュ
樫

準備：地形図「柿岡」「加波山」１／２万５千（コピー)，色鉛筆

手順

等高線…同じ高さをつないだ線。高さ１０ｍごとに引いてある。５０ｍごとに太線。

(1)地形図の土地利用に色を付ける。

〔例〕果樹園（

田（

畑。牧草地（

）…赤

）…黄緑

）…オレンジ など

(2)田と畑（及び住宅地）の境界の段丘崖に着色する。

（等高線が２から３本接近しているところ）

…茶色

(3)標高４０～５０ｍの間を着色する。 …黄色

【考察とまとめ】

(1)茶色に着色した段丘崖よりも下段は，（）に利用されており，恋瀬

川がつくった（）の段丘面と考えられる。

茶色に着色した段丘崖よりも上段は，（）に利用されて

おり，下末吉海進期（約（）年前）の泥質の堆積物からなり，当時この地域

は湖（柿岡湖）だったと考えられている。

黄色に着色した段丘崖よりも上段は，更に古く（１０数万年前またはそれ以前）細

かい砂の堆積物でできており，当時この地域は海湾（柿岡湾）だったと考えられてい

る。

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。
Ａ；できたＢ；ふつうＣ：できなかった(2)実際に現地へ行き，地形を観察したり堆積物を採集したりしよう。

|感想・気付いたこと】 1．実験の目的を理解できたか。

2．手順をもとに実験を行い，結果をきちんと記録できたか。

3．自分なりの考察とまとめができたか。

１
１
１
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１
１
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ＢＣ
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１２八郷盆地の地形解答

年組番氏名

目的：地形図は，土地の起伏を表していることを知る。

・２万５千分の１の地形図の土地利用から土地の起伏を知る。

準備：地形図「柿岡」「加波山」１／２万５千（コピー)，色鉛筆

手順

等高線…同じ高さをつないだ線。高さ１０ｍごとに引いてある。５０ｍごとに太線。

(1)地形図の土地利用に色を付ける。

〔例〕果樹園（

田（

畑・牧草地（

ジン

緑
し

赤
黄
オ

１
１
１

など

…茶色(2)田と畑（及び住宅地）の境界の段丘崖に着色する。

（等高線が２から３本接近しているところ）

…黄色(3)標高４０～５０ｍの問を着色する。

【考察とまとめＩ

(1)茶色に着色した段丘崖よりも下段は，（田）に利用されており，恋瀬

川がつくった（河岸段丘）の段丘面と考えられる。

茶色に着色した段丘崖よりも上段は，（果樹園・畑・牧草地・住宅地）に利用されて

おり，下末吉海進期（約（12～１３万）年前）の泥質の堆積物からなり，当時この地域

は湖（柿岡湖）だったと考えられている。

黄色に着色した段丘崖よりも上段は，更に古く（１０数万年前またはそれ以前）細

かい砂の堆積物でできており，当時この地域は海湾（柿岡湾）だったと考えられてい

る。

【自己評価】各項目について，自分に当てはまるものに○をつけなさい。

Ａ：できたＢ：ふつうＣ：できなかった(2)実際に現地へ行き，地形を観察したり堆積物を採集したりしよう。

実験の目的を理解できたか。

手順をもとに実験を行い，結果をきちんと記録できたか。

自分なりの考察とまとめができたか。
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、年年組番氏名
１３地形図を読む～２５万分の1地形図｢上郷｣を例に～

〔目的〕地形図を用いて､地形とその成り立ち､人々の生活について考えてみよう。 2.作業3の結果､どのような地形が表れてきたか。

小貝川低地一筑波台地一桜川低地一筑波山地という地形〔準備〕2.5万分の1地形図｢上郷｣､色鉛筆､蛍光ペン､定規など
'

〔作業〕１.水田を黄緑､畑を燈､住宅地を赤､河11を青に色分けしてみよう。 3.桜川の低地と他の河11の低地を比較すると､どのようなことに気づくか。

2.15,20,25,30ｍ等高線をそれぞれ水色､緑､黄､榿色の蛍光ペンでなぞって

みよう。

桜川の低地は.他よりも規模が大きい(広い分布をもっている)。

４現在の小貝川の流路と行政区境界線から､どのようなことが読み取れるか。

3.図幅北西の｢大園木｣と北東の｢小田｣とを結んだ線上で､250ｍおきにおおよそ

の標高を読み取り､地形断面図を描いてみよう。 一致しているところがほとんどだが､－部異なって(直線的になって）

一議燭、＿.’

／（
…鑓‐蕊割鋼に議粥攪鯵仏二

一H~､目司HFr--T------H4-'-------、、二日二L'二Hﾆﾔﾉ
ﾄﾞＩｌｌｌｌｌｌｌ ｌｌｌＩｌｌｌ「~．

いるところがある。行政区境界線は旧河道を表している場合が多く､1００

士標
福
〔
ｍ
〕

＿上

不一致なところは､後に河道が変更されたところである。Ｂ』Ｉ

￣

↑＃ 〔発展課題〕１.筑波台地上を流れる谷田川などは深い谷を掘らず､高低差がわずかな

谷津が分布しているのはなぜだろうか。

地質が泥質で.なかなか下刻されないため。

２．考察３のような結果がもたらされた原因は、何であろうかｂ

桜川がある場所に､かつては鬼怒川が流れていたため。

３.あなたの家の周辺が描かれている2.5万分の1地形図を購入し､同様の

作業をしてみよう。

０１０００２０００3000４０００５０００６０００７０００８０００９０００1000011000

大園木．距離［ｍ〕小田

Ｌ

4.行政区境界線を赤色の蛍光ペンでなぞってみよう。

〔考察〕１.作業1の結果から､水田や畑､住宅地の分布について､どのようなことがわか

るか｡また､そのような分布になっている理由として､どのようなことがあげられ

るか。

４．発展課題３の地図を持って､休日を利用してサイクリングに出かけ、

地形の変化（起伏など）を体感してこよう。どのようなことが確かめ

られるだろうかｂまた、何か疑問が湧いてこないだろう力も

水田は川から近い低地に.住宅地や畑はそれより高いところ(台地）

に分布している。水田が川沿いの低地に分布しているのは､稲作に

〔自己評価〕以下の各項目について､自分に当てはまるものに○をつけなさい。

ほとんどまあまああまりほとんど

できたできたできなかったできなかった

Ｌ実習の目的を理解できたか。Ａ…･…Ｂ…….ｃ･……Ｄ

2.作業手順をもとに実習を行うことができたか。Ａ…･…Ｂ……｡Ｃ･……Ｄ

3.自分なりに考察をまとめることができたか。Ａ……．Ｂ…｡…Ｃ……．，

な水が容易に得られるから。住宅地や畑が水田よりも標高の必要 ●
埋
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高い台地に分布しているのは､比較的水はけが良く､洪水などの水害

を受けにくいから。



、年組番氏名

１３地形図を読む～25万分の1地形図｢上郷｣を例に～

2.作業3の結果､どのような地形が表れてきたか。〔目的〕地形図を用いて､地形とその成り立ち､人々の生活について考えてみよう。

〔準備〕2.5万分の1地形図｢上郷｣､色鉛筆､蛍光ペン､定規など

〔作業〕Ｌ水田を黄緑､畑を燈､住宅地を赤､河Ⅱを青に色分けしてみよう。 3.桜川の低地と他の河１１の低地を比較すると､どのようなことに気づくか。

2.15,20,25,30ｍ等高線をそれぞれ水色､緑､黄､榿色の蛍光ペンでなぞって

みよう。

4.現在の小貝川の流路と行政区境界線から､どのようなことが読み取れるか。

3.図幅北西の｢大園木｣と北東の｢小田｣とを結んだ線上で､250ｍおきにおおよそ

の標高を読み取り､地形断面図を描いてみよう。

ilFt
’’’''１

ユロ」し

亡
'一

司一rｔｒｒ標
高
［
ｍ
〕

ｉｌｌｌｌｌｌｉｉｌｌ

ｌｌＬＩ」・ｉｌｌｌｌ－Ｌ

＋Ｈ 〔発展課題〕Ｌ筑波台地上を流れる谷田川などは深い谷を掘らず､高低差がわずかな

谷津が分布しているのはなぜだろうか。

~|￣1￣１１￣「「１－

-|＋ﾄﾄﾄﾄ －１

０１０００2000300040005000600070008000９０００1000011000

大園木距離〔、）小田

４.行政区境界線を赤色の蛍光ペンでなぞってみよう。 2．考察３のような結果がもたらされた原因は、何であろうか。

ａあなたの家の周辺が描かれている2.5万分の1地形図を購入し､同様の

作業をしてみよう。

〔考察〕１.作業1の結果から､水田や畑､住宅地の分布について､どのようなことがわか

るか｡また､そのような分布になっている理由として､どのようなことがあげられ

るか。

４．発展課題３の地図を持って､休日を利用してサイクリングに出かけ、

地形の変化（起伏など）を体感してこよう。どのようなことが確かめ

られるだろうか。また、何か疑問が湧いてこないだろう力も

〔自己評価〕以下の各項目について､自分に当てはまるものに○をつけなさい。

ほとんどまあまああまりほとんど

できたできたできなかったできなかった

１.実習の目的を理解できたか。Ａ……．Ｂ….…Ｃ･……Ｄ

2.作業手順をもとに実習を行うことができたか。Ａ･……Ｂ…･…Ｃ…｡…Ｄ

ａ自分なりに考察をまとめることができたか。Ａ…･…Ｂ･……Ｃ…･…，
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1４水海道

年組番氏名

1．ねらい現在流れている河川の周りに点在する池や沼の成因を探る。

2．準傭地形図（１/25,00Ｏ水海道，谷田部，上郷>，色鉛筆｡マーカー等

3．作業①右の地形図の池や沼に色を薄い塗る。

②常総市の東側の市町村の境界を濃い色で塗る。

③分かったことをまとめる

４．考察

確認事項 理由（推測）

一迫Ｅ一
；
ｂ
ｉ
ｉ
Ｐ
ｌ
Ｐ

昔の河川の跡を（ )とか（ )という。

：￣ニーニーーヘニーーエ

5．自己評価



１５学校周辺の地形（下館－高，二高）の答及び解説

はじめに：

このワークシートは，他のものとは違い，それぞれの学校でこのまま使うことはでき

ません。これを参考に，各学校でワークシートを作成してください。

作業３について：

地形図上だけの作業では,生徒も飽きてくるので,写真を見せるのも効果的である。予

算に余裕があれば;班に１セット用意できると良い。

作業４について：

地形断面図の作成は,地形の学習で理解を助けるのに有効である。地域の特徴のあると

ころを何カ所かやらせたいが，時間がかかるし，飽きても来るので，一人１カ所とし，１

斑で４人と考え，４人で４カ所を設定した。台地と低地,川が含まれるところで設定した

い。班員の中での仕事の分担をすることで，各自が活動するようになるのと，何力所かの

断面を見ることで，より一層地域の地形が浮かび上がってくると思われる。各校の実態に

合わせ，作業量等調節して欲しい。

ねらいについて：

学習活動にあまり積極的でない生徒も,自分に関することにはかなり興味関心を示しま

す。自分が通っている学校や自宅，通学路を取り上げ,少しでも地図や地形に関して目を

向けさせようとしたものである。

準備するもの：

地形図は,研究授業等では新しいものが必要でしょうが,普段は使い回しでやむを得な

いと思います｡鉛筆で書いたものはできれば消して，色鉛筆に関しては,残ってしまって

いても余り問題はないかと思います６自宅付近の地図は,生徒に大体の地域を聞いて渡す

ことになりますが，地図を見るのに慣れていないと，探すのはかなり大変かと思います。

空中写真は安くないのと，実体鏡の台数の関係で,交替で見てもらうしかないと思いま

す。自宅付近の空中写真に関しては,興味を持った生徒に休み時間や放課後に見せるのが

精一杯ではないでしょうか。＿

考察について：

作業４より，低地は，川に沿っていることに気付かせたい。また，台地に関しては，露

頭写真の活用などもはかりたい。

発展学習について：

台地や低地,坂の存在がはっきりわかるところがよい｡生徒が行きそうな所ならなお良

い。水戸は，北口は駅前から坂があるし，南も水城高校の所で坂になっている。土浦もわ

りとわかりやすい。上野に関しては，山の手と下町という言葉にも触れたい。鹿嶋は，台

地と低地の高度差が大きく，県西は高度差が小さい｡解説で浩総地運動まで触れることも

できる｡生徒が良く行くところなら,地形図や空中写真を用いた実習も良い｡（たとえば，

鹿嶋と結城で台地と低地の高度差を求める，など｡）

特徴的地形に関しては,空中写真を用意するのも一つだが，教材に｢ステレオ地学観察

カード」というものがあるので，それを利用しても良い。

また，ワークシートに入れていないが，到達度の高い生徒には，学校や自宅の緯度，経

度を求めさせる，という実習も考えられる。

作業１について：

一つ目は，それぞれの所属する学校を選ぶことになりますが，もう一つは，異なる地形

上の建物を選ぶことになります｡下館の場合は,－高は低地に,二高は台地上にあります。

地域によっては選びにくい所もあるかもしれませんが,基本的に台地から一つ,低地から

一つ選びます。下館一高生で，二高がどこにあるか知らない生徒が少なくなかったので，

小中学校や，駅，スーパーなど，地域のみんなが知っている建物を選ぶのも良いと思いま

す。なお，各質問は，あくまで実習のための動機付けなので,最初に正解を求める必要は

ありません。実習の中か，最後のまとめで正解を示した方が良いと思います。特に(1)と

(2)の③については，最初に答えられなければそれもやむを得ないと思います。

（5）は，地域での自然災害に関するものです。昭和６１年の８月に茨城では水戸や県西

地区で大きな浸水の被害が出ました｡すでに生徒にとって生まれる前ですが,地域によっ

てはこの話題も効果的だと思います。写真などがあると，さらに良い。
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作業２について：

学校の位置は鉄道や,道路をヒントに探させる。近くに他の学校があると，生徒は意外

と間違える。下館－高でも，線路南側の養蚕小学校と間違えた生徒は少なくなかった｡小

中と高校で，地図記号の異なることも知らない生徒が多い。海抜高度は，近くに水準点，

三角点があるとわかりやすい。無いところは，(4)を先にやらせると，等高線から求めや

すくなる。通学路に関しては,等高線と交わっているところ付近に坂があるかどうかを考

えさせたい。



２地形図を利用し，次の作業をする。

（１）下館の地形図から下館－高の位置を見つけ，海抜高度を求める。

（２）同様に下館二高の位置を見つけ，海抜高度を求める。

（３）同様に自宅近くの地形図を利用し，自宅の位置を見つけ，海抜高度を求める。

（４）３０，，４０ｍの等高線を色鉛筆でなぞる。

（５）通学路を鉛筆でなぞり，等高線と交わっている点を探す。

＊海抜高度は，水準点，三角点，等高線などから求める。

1５学校周辺の地形（下館－高，二高周辺）

年組番氏名

ねらい：生徒の住んでいる地域，学校周辺を題材に取りあげることで，生徒に興味関心を

持たせ，自然を探求する態度を養う。

準備：学校付近の地形図（２人に１枚程度)，生徒の自宅付近の地形図，空中写真，

定規，色鉛筆など

作業：

１あなたのこれまでの体験や知識をもとに次の質問に答えてください。

（１）下館一高について質問します。

①下館－高の標高は海抜何naくらいか。

イ３０ｍ ウ８０ｍア５ｍエ２００ｍ

②下館－高は次の地形区分のどこにあるか。

ア低地イ台地ウ丘陵エ山地

③下館一高付近の土地では，表土のすぐ下に何が見られるか。

ア火山灰層イ河川堆積物ウ浅海堆積物エ深海堆積物

３空中写真の実体視をする。

（１）学校を探す。

（２）作業１及び作業２の結果から，高いところ，低いところに注目する。

着眼点高いところと低いところの境界及び地形の勾配に注目する。

４地形図を用いて指定された場所間の地形断面図を下にかいてみよう。

Ａ～Ｄから一つを選ぶ。川があるときはその位置も記入すること。

Ａ下館二高を中心に東西にＢ水戸線に沿って東西に

Ｃ下館工業高を中心に東西にＤ自宅付近を東西に

ｍ

4０

３５

３０

２５

２０

１５

１０

(2)下館二高がどこにあるか知っている人は，以下の質問に答えてください。

①下館二高の標高は下館－高と比べてどうだと思いますか。

ア３０ｍ高いイ１０ｍ高い．ウほぼ同じエ１０ｍ低い

オ３０ｍ低い

②下館二高は次の地形区分のどこにあるか。

ア低地イ台地ウ丘陵エ山地

③下館二高付近の土地では，表土のすぐ下に何が見られるか。

ア火山灰層イ河川堆積物ウ浅海堆積物エ深海堆積物

(3)あなたの家はどこですか。また，学校への主な通学手段は何ですか。

ア下館北東部イ下館南東部ウ下館北西部エ下館南西部

オ岩瀬方面力真壁方面キ下妻方面ク結城方面

ケその他

考察１台地と低地のでき方について考えてみよう。

２坂があるところは，地形的に見るとどんなところだと思いますか。

発展学習

１茨城や関東地方の他の地域の地形も調べてみよう。

水戸，土浦，上野へ行ったことはありますか。周辺の地形について覚えているこ

とはありますか。

水戸（）

土浦（）

上野（）

鹿嶋（）

２特徴的な地形をもつ地域の空中写真の実体視をしてみよう。

イ自転車 エ電車ア徒歩 ウバス

(4)登下校中に坂はありますか。思い出してみてください。

アある（場所

イないと思うウわからない

）

(5)約１０年ほど前，下館_高（周辺）が浸水したことを知っていますか。

ア体験した，目で見たイ映像，写真で見た

ウ聞いたことはあるエ知らなかった
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｢筑波｣，「柿岡｣，「加波山｣，「上郷｣，「谷田部｣，「水海道」

参考空中写真(国土地理院）

KT20002YC3-L2

Kr20002YEC2－５，６，７，８
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